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一
天
武
天
皇
の
「
よ
き
人
」
の
歌
菊　
地　
義　
裕
序
　
『
万
葉
集
』巻
一
の
天
武
朝
の
標
目
下
に
は
次
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。　
天
皇
、
吉
野
宮
に
幸
す
時
の
御
製
歌
よ
き
人
の　
よ
し
と
よ
く
見
て　
よ
し
と
言
ひ
し　
吉
野
よ
く
見
よ　
よ
き
人
よ
く
見
　
‌‌
淑
人
乃　
良
跡
吉
見
而　
好
常
言
師　
芳
野
吉
見
与　
良
人
四
来
三
　
　
‌‌
紀
に
曰
く
、「
八
年
己
卯
の
五
月
、
庚
辰
の
朔
の
甲
申
、
吉
野
宮
に
幸
す
」
と
い
ふ
。
（
１
・
二
七
）
　
天
武
天
皇
が
吉
野
宮
に
行
幸
し
た
と
き
の
御
製
歌
と
伝
え
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。
左
注
に
は
『
日
本
書
紀
』
に
触
れ
て
、
天
武
八
年
（
六
七
九
）
五
月
に
行
幸
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
当
該
歌
に
つ
い
て
の
編
者
の
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
一
首
は
、
よ
い
人
が
よ
い
と
よ
く
見
て
よ
い
と
言
っ
た
、
そ
の
吉
野
を
よ
く
見
な
さ
い
、
よ
い
人
よ
、
よ
く
見
な
さ
い
の
意
で
、
吉
野
賛
美
を
内
容
と
す
る
。
句
頭
に
は
「
よ
し
」
系
の
音
が
揃
え
ら
れ
、
句
中
の
例
も
含
め
る
と
そ
の
繰
り
返
し
は
八
回
を
数
え
る
。
必
然
的
に
ヨ
の
音
の
繰
り
返
し
が
一
首
の
基
調
を
成
し
、
階
調
な
調
べ
を
も
つ
。
ま
た
本
文
の
漢
字
列
で
は
、
結
句
の
「
よ
く
」
に
「
四
来
」
が
当
て
ら
れ
る
が
、
他
は
「
淑
」「
良
」「
吉
」「
好
」「
芳
」「
吉
」「
良
」
で
、「
吉
祥
の
文
字
を
連
ね
る
。
文
字
列
に
も
吉
野
讃
美
の
祝
言
性
」（『
新
日
本
古
典
文
学
二
大
系
』）
が
窺
わ
れ
る
（
注
１
）。
　
結
句
の
「
四
来
三
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
よ
く
見
」「
よ
く
見
つ
」
の
訓
（
注
２
）
が
見
ら
れ
る
が
、『
歌
経
標
式
』（
宝
亀
三
年
〈
七
七
二
〉
成
立
）
に
は
、「
句
毎
の
句
頭
に
同
じ
事
を
用
ゐ
る
類
」
と
規
定
す
る
「
聚
蝶
」
の
例
と
し
て
、「
浄
御
原
天
皇
の
御
製
歌
に
曰
へ
る
が
如
し
」
の
注
記
の
も
と
、
美
与
旨
能
呼‌
一
句　
与
旨
止
与
倶
美
弖‌
二
句　
与
旨
等
伊
比
旨‌
三
句　
与
伎
比
等
与
旨
能‌
四
句　
与
岐
比
等
与
倶
美‌
五
句
。
を
挙
げ
る（
注
３
）。
二
七
番
歌
と
は
初
句
と
第
四
句
に
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、「
浄
御
原
天
皇
の
御
製
歌
」
と
あ
り
、
二
七
番
歌
の
異
伝
歌
と
判
断
さ
れ
る
。
結
句
に
は
「
与
岐
比
等
与
倶
美
」（
よ
き
ひ
と
よ
く
み
）
と
あ
り
、
当
該
歌
の
「
四
来
三
」
に
つ
い
て
は
、『
歌
経
標
式
』
を
踏
ま
え
て
「
よ
く
見
」
と
す
る
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』、ま
た
こ
の
点
を
含
め
て
五
項
目
を
挙
げ
て
「
よ
く
見
」
の
訓
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
に
し
た
が
う
の
が
穏
当
で
あ
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
よ
る
。
　
た
だ
し
、『
歌
経
標
式
』
異
伝
歌
の
初
句
「
み
よ
し
の
を
」、
第
四
句
「
よ
き
ひ
と
よ
し
の
」
は
、『
万
葉
集
』
の
「
淑
人
乃
」「
芳
野
吉
見
与
」
の
漢
字
列
の
訓
読
に
よ
る
と
は
考
え
が
た
い
。『
歌
経
標
式
』の
歌
詞
は
二
七
番
歌
の
口
誦
の
過
程
を
通
し
て
得
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
由
縁
の
有
無
は
不
明
だ
が
、「
浄
御
原
天
皇
の
御
製
歌
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
『
万
葉
集
』
は
、
題
詞
に
「
吉
野
宮
に
幸
す
時
の
御
製
歌
」
と
記
し
、
左
注
に
は
『
日
本
書
紀
』
を
引
用
し
て
天
武
八
年
（
六
七
九
）
の
行
幸
の
こ
と
を
記
す
。
天
武
天
皇
の
吉
野
へ
の
行
幸
は
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
八
年
の
行
幸
が
在
位
中
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。『
書
紀
』
に
は
五
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
行
幸
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
六
日
に
天
皇
の
も
と
に
鸕
野
皇
后
ほ
か
、
草
壁
・
大
津
・
高
市
・
河
嶋
・
刑
部
・
志
貴
の
六
皇
子
が
集
ま
り
、「
千
歳
の
後
に
、
事
無
か
ら
し
め
む
と
欲
す
」
と
い
う
天
皇
の
こ
と
ば
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
誓
い
を
立
て
た
こ
と
を
伝
え
る
。
三
日
間
の
日
程
か
ら
推
し
て
、
盟
約
の
た
め
の
行
幸
で
あ
り
、
そ
れ
は
吉
野
を
選
ん
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。『
書
紀
』
が
特
筆
す
る
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
ち
ま
で
伝
承
さ
れ
た
故
事
と
み
ら
れ
る
。
　
江
戸
期
以
来
諸
注
釈
は
、
こ
の
歌
を
題
詞
・
左
注
を
合
わ
せ
見
て
天
武
八
年
の
御
製
歌
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
向
と
す
る
。
三
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
作
品
理
解
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
稲
岡
耕
二
『
和
歌
文
学
大
系
万
葉
集
』
は
、
二
七
番
歌
の
左
注
に
か
か
わ
っ
て
、
日
本
書
紀
の
天
武
八
年
五
月
五
日
の
条
に
は
、
草
壁
・
大
津
・
高
市
・
河
嶋
・
忍
壁
・
芝
基
の
六
皇
子
と
盟
約
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
万
葉
集
の
編
者
は
そ
う
し
た
事
と
結
び
つ
け
て
二
七
番
歌
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
き
の
二
五
歌
と
共
に
吉
野
行
幸
時
に
誦
詠
、
伝
誦
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
。『
日
本
書
紀
』に
お
い
て
天
武
天
皇
の
在
位
中
の
吉
野
行
幸
は
八
年
時
が
唯
一
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
二
七
番
歌
が
御
製
歌
と
伝
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
一
首
が
こ
の
行
幸
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
万
葉
集
の
編
者
」の
理
解
と
し
て
こ
の
歌
が
六
皇
子
の
盟
約
に
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た
二
七
番
歌
の
異
伝
歌
で
あ
る
『
歌
経
標
式
』
の
歌
は
伝
誦
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
二
七
番
歌
の
伝
誦
性
を
踏
ま
え
る
と
、「
吉
野
行
幸
時
に
誦
詠
、
伝
誦
さ
れ
た
」
こ
と
も
十
分
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
誦
性
に
早
く
に
目
を
向
け
た
先
行
研
究
に
、
中
西
進
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
論
的
研
究
』
が
あ
る
。
中
西
は
当
該
歌
に
つ
い
て
、「「
天
武
と
吉
野
」
と
い
う
伝
誦
世
界
の
中
に
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
先
立
つ
二
五
・
二
六
番
の
両
歌
の
天
武
と
の
結
合
と
も
等
し
い
も
の
で
あ
る
」（
注
４
）
と
す
る
。
　
当
該
歌
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
作
品
理
解
と
伝
誦
的
所
産
と
し
て
の
作
品
理
解
と
が
あ
り
、い
ず
れ
と
み
る
べ
き
な
の
か
、そ
の
点
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
を
検
討
課
題
と
し
て
、
二
七
番
歌
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
、
一
首
の
特
色
　
二
七
番
歌
は
「
よ
し
」
の
反
復
と
そ
の
意
識
的
な
異
字
表
記
に
技
巧
的
な
特
色
が
見
ら
れ
る
。
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
は
「
此
御
歌
は
、
毎
句
用
同
字
格
ト
テ
、
詩
ニ
一
体
ア
ル
ニ
同
シ
。
哥
ニ
モ
猶
此
類
ア
リ
」
（
精
撰
本
）
と
述
べ
、句
ご
と
の
同
字
系
の
文
字
の
反
復
が
漢
詩
に
起
因
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
小
島
憲
之
は
こ
う
し
た
「
よ
し
」
の
八
つ
の
繰
返
、
頭
韻
「
よ
」
を
重
ね
た
遊
戲
的
な
技
法
」
に
つ
い
て
、
梁
鮑
泉
、
奉
和
湘
東
王
春
日
詩
の
（
芸
文
類
聚
、
歳
時
部
春
、
玉
台
新
詠
箋
註
本
巻
八
）
新○
燕
始
新○
帰
、
新○
蝶
復
新○
飛
、
新○
花
満
二
新○
樹
一
、
新○
月
麗
二
四
新○
暉
一
云
々
（
宋
刻
本
玉
台
新
詠
不
収
）
や
、「
春
」
を
繰
返
す
梁
元
帝
春
日
詩
（
芸
文
類
聚
春
）、
或
は
初
唐
王
勃
の
寒
夜
懐
友
二
首
中
の
「
故○
人
故○
情
懐
二
故○
宴
一
、
相○
望
相○
思
不
二
相○
見
一
」
な
ど
、
六
朝
唐
詩
の
技
法
に
暗
示
を
え
た
も
の
と
思
は
れ
る
。こ
の
技
法
は
大
伴
家
持
な
ど
の
作
に
も
み
え
る
が
、な
ほ
懐
風
藻
に
も
二
、
三
例
が
み
え
、
詩
は
勿
論
、
歌
の
面
に
於
て
も
す
で
に
近
江
朝
前
後
を
中
心
と
し
て
中
国
文
学
の
投
影
が
み
ら
れ
る
。
と
述
べ
、「
六
朝
唐
詩
の
技
法
に
暗
示
を
え
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
注
５
）。
こ
の
点
は
中
西
も
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
、小
島
の
例
示
の
ほ
か
に
「
簡
文
帝
（
皇
太
子
簡
文
）
の
戯
作
謝
恵
連
体
十
三
韻
（
玉
台
巻
七
）」
を
挙
げ
る
（
注
６
）。
小
島
は
ま
た
『
懐
風
藻
』
の
検
討
を
通
し
て
「
同
字
を
一
句
の
中
に
繰
返
す
例
の
ほ
か
、
対
句
の
中
に
異
字
同
訓
の
文
字
を
対
比
さ
せ
た
り
、
或
は
反
対
語
を
対
比
さ
せ
る
句
法
も
少
な
く
な
い
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
注
７
）。
　
こ
の
歌
が
中
国
詩
の
詩
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
と
き
、
語
彙
に
当
て
ら
れ
て
い
る
文
字
も
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
初
句
の
「
よ
き
人
」
に
は
「
淑
人
」
の
文
字
が
、
結
句
の
「
よ
き
人
」
に
は
「
良
人
」
の
文
字
が
当
て
ら
れ
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
「
淑
」
の
文
字
は
、『
万
葉
集
』
で
は
、
当
該
歌
の
「
淑
人
」
の
ほ
か
に
は
巻
五
の
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」
序
文
の
「
于
時
初
春
令
月
、気
淑
風
和
」
の
一
節
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、近
藤
信
義
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
稀
少
な
用
字
」
で
あ
る
（
注
８
）。
ま
た
「
良
」
の
文
字
は
「
ラ
」
の
字
音
仮
名
に
用
い
た
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、訓
字
と
し
て
「
ヨ
シ
」
に
当
て
た
例
は
当
該
歌
の
み
で
あ
る
。
そ
の
点
で
「
淑
人
」「
良
人
」
と
も
集
中
で
は
唯
一
の
用
字
で
あ
る
。
　
ま
た
集
中
に
「
よ
き
人
」
の
語
は
当
該
歌
を
除
く
と
ほ
か
に
一
例
見
ら
れ
る
。
韓
衣
着
奈
良
の
里
の
島
松
に　
玉
を
し
付
け
む
よ
き
人
も
が
も
（
６
・
九
五
二
）
　
第
三
句
の
「
島
松
」
に
つ
い
て
は
「
嬬
松
」
の
誤
り
と
見
る
説
（
注
９
）
も
あ
り
、
両
様
の
訓
み
が
な
さ
れ
る
が
、
歌
意
に
お
い
て
は
「
よ
き
人
」
は
貴
人
を
さ
す
。
用
字
は
「
好
人
」
で
、
こ
れ
も
集
中
の
単
独
例
に
な
る
が
、
相
聞
発
想
の
「
よ
き
人
」
と
吉
野
賛
美
の
「
よ
き
人
」
と
を
同
じ
に
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
い
。「
淑
人
」「
良
人
」
の
用
字
は
歌
に
即
し
て
意
識
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
五
　
「
淑
人
」
の
用
字
に
つ
い
て
は
、
古
注
で
は
『
万
葉
集
攷
証
』『
万
葉
集
桧
嬬
手
』
が
『
詩
経
』「
曹
風
」
の
「
隝し
鳩きゅ
う」
に
「
淑
人
君
子
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、新
注
で
は
『
万
葉
集
講
義
』
が
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
解
し
て
以
降
、
多
く
の
注
釈
書
が
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
小
島
憲
之
も
、
「
淑
人
」
は
、出
典
の
側
よ
り
云
へ
ば
「
良
人
」
と
は
ち
が
ふ
。
表
記
者
は
、
毛
詩
（
曹
風
隝
鳩
・
小
雅
鼓
鐘
な
ど
）
の
「
淑
人
君
子
」
に
出
典
を
得
た
も
の
で
あ
る
（
文
選
思
玄
賦
、
漢
高
祖
功
臣
頌
の
李
善
注
に
「
毛
詩
曰
、
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
」
を
引
く
）。
と
、『
毛
詩
』
を
出
典
と
す
る
こ
と
を
述
べ
、『
万
葉
集
』
の
「
展
轉
」
「
反
則
」「
夙
興
」「
行
行
」「
逝
水
」
の
用
字
に
も
触
れ
て
、
「
淑
人
」「
展
轉
」「
反
則
」「
夙
興
」「
行
行
」
と
云
へ
ば
毛
詩
に
、
「
逝
水
」
と
云
へ
ば
論
語
に
出
典
を
も
つ
と
云
つ
た
風
に
、文
字
と
云
ふ
自
由
な
表
記
の
中
に
、
な
ほ
漢
籍
に
出
典
を
も
つ
有
名
な
語
を
利
用
し
応
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
や
う
に
出
典
語
を
下
に
ふ
ま
へ
る
と
云
ふ
中
国
文
学
の
手
法
が
、
そ
の
ま
ま
萬
葉
集
の
文
字
表
現
に
も
あ
て
は
ま
る
場
合
が
少
く
な
い
。
つ
ま
り
、
表
記
者
が
漢
籍
語
を
萬
葉
集
中
に
挿
入
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
読
ん
だ
相
手
の
萬
葉
人
も
そ
れ
を
さ
と
つ
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
、
萬
葉
集
の
文
字
表
現
の
な
か
に
も
中
国
文
学
の
深
い
影
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
、
万
葉
歌
の
表
記
に
漢
籍
語
が
用
い
ら
れ
た
場
合
の
あ
り
方
を
指
摘
す
る
（
注
10
）。
二
七
番
歌
の
表
記
・
用
字
の
特
色
に
照
ら
し
て
先
行
研
究
の
見
解
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
で
は
二
七
番
歌
の
「
よ
き
人
」
に
「
淑
人
」「
良
人
」
の
文
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
詩
経
』
に
即
し
て
の
考
察
は
先
行
研
究
（
注
11
）
で
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
追
認
の
意
味
も
兼
ね
て
本
稿
な
り
に
検
討
し
た
い
。
二
、「
淑
人
」
と
「
良
人
」
（
一
）
淑
人
　
『
詩
経
』
の
「
淑
人
」
の
例
に
注
目
す
る
と
、同
書
に
は
「
国
風
」
の
曹
風
「
隝
鳩
」、「
小
雅
」
の
「
鼓
鐘
」
に
こ
の
語
が
見
ら
れ
る
。
篇
名
の
「
隝
鳩
」
は
キ
ジ
バ
ト
の
意
で
、
こ
の
詩
は
隝
鳩
を
通
し
て
「
淑
人
君
子
」
の
あ
り
方
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
（
注
12
）。
全
体
は
四
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
隝
鳩
在
桑
、
其
子
七
兮
（
隝
鳩
桑
に
在
り
、
其
の
子
七
つ
）
六
淑
人
君
子
、
其
儀
一
兮
（
淑
人
君
子
、
其
の
儀
一いつ
）
其
儀
一
兮
、
心
如
結
兮
（
其
の
儀
一
、
心
結
ぶ
が
如
し
）
　
初
二
句
の
「
隝
鳩
在
桑
、
其
子
七
兮
」
に
つ
い
て
「
毛
伝
」
は
、「
隝
鳩
の
其
の
子
を
養
ふ
や
、
朝
に
は
上
よ
り
下
り
、
莫くれ
に
は
下
よ
り
上
り
、
平
均
一
の
如
し
」
と
注
し
、「
鄭
箋
」
は
「
興
す
る
は
、
人
君
の
徳
当
に
下
に
均
一
な
る
べ
き
に
喩
ふ
る
な
り
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
隝
鳩
が
子
を
養
う
に
際
し
て
餌
を
平
均
に
与
え
る
こ
と
を
、
人
君
の
徳
が
下
々
に
均
一
に
及
ぶ
こ
と
を
譬
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
句
の
「
淑
人
君
子　
其
儀
一
兮
」
に
つ
い
て
は
、「
鄭
箋
」
に
「
淑
は
善
な
り
。
儀
は
義
な
り
。
善
人
君
子
は
、
そ
の
義
を
執
る
当
に
一
の
如
く
な
る
べ
き
な
り
」
と
あ
り
、「
淑
人
君
子
」「
善
人
君
子
」
は
、
徳
を
均
一
に
及
ぼ
し
、
容
儀
・
威
儀
が
正
し
く
整
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
次
の
「
其
儀
一
兮　
心
如
結
兮
」
に
つ
い
て
は
、
「
毛
伝
」
に
「
義
を
執
る
一
な
れ
ば
、則
ち
心
を
用
ふ
る
こ
と
周
ね
き
を
言
ふ
」
と
あ
り
、
容
儀
が
整
っ
て
い
る
か
ら
心
も
ま
た
確
か
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
詩
に
う
た
わ
れ
る
「
淑
人
君
子
」
は
、
人
徳
高
く
、
容
儀
が
整
い
、
心
の
し
っ
か
り
と
し
た
人
物
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
詩
で
は
、
以
下
各
章
で
そ
う
し
た
「
淑
人
君
子
」
が
称
え
ら
れ
、
二
章
で
は
服
装
が
立
派
に
整
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
三
章
に
は
、
隝
鳩
在
桑
、
其
子
在
棘
（
隝
鳩
桑
に
在
り
、
其
の
子
棘きょ
くに
在
り
）
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
（
淑
人
君
子
、
其
の
儀
忒たが
は
ず
）
其
儀
不
忒
、
正
是
四
国
（
其
の
儀
忒
は
ず
、
是
の
四
国
を
正
す
）
と
あ
り
、「
淑
人
君
子
」
は
「
其
の
儀
忒
は
ず
」、
そ
れ
ゆ
え
に
「
是
の
四
国
を
正
す
」
と
う
た
わ
れ
る
。「
毛
伝
」
に
「
忒
は
疑
ふ
な
り
」「
正
は
長
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
鄭
箋
」
に
は
「
義
を
執
り
て
疑
は
ず
。
則
ち
四
国
の
長
と
な
る
べ
し
。
任
ぜ
ら
れ
て
侯
伯
と
為
る
を
言
ふ
」
と
あ
る
。「
淑
人
君
子
」
は
容
儀
を
守
っ
て
疑
う
こ
と
、
違
う
こ
と
が
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
に
四
方
の
国
の
長
と
な
っ
て
侯
伯
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
四
章
で
は
、
隝
鳩
在
桑
、
其
子
在
榛
（
隝
鳩
桑
に
在
り
、
其
の
子
榛
に
在
り
）
淑
人
君
子
、
正
是
国
人
（
淑
人
君
子
、
是
の
国
人
を
正
す
）
正
是
国
人
、
胡
不
万
年
（‌
是
の
国
人
を
正
す
、
胡
ぞ
万
年
な
ら
ざ
ら
ん
や
）
と
う
た
わ
れ
、「
淑
人
君
子
」
が
長
と
な
っ
て
国
人
を
治
め
る
こ
と
を
述
七
べ
て
万
年
の
栄
え
が
こ
と
ほ
が
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
連
の
表
現
か
ら
知
ら
れ
る
「
淑
人
君
子
」
の
内
容
は
、
国
の
長
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
儒
教
的
有
徳
の
君
子
像
と
い
っ
て
よ
い
。
　
こ
の
点
は
も
う
一
つ
の
所
出
例
で
あ
る
「
鼓
鐘
」
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
毛
詩
』
の
詩
序
（「
幽
王
を
刺
る
な
り
」）
を
踏
ま
え
る
と
、
周
の
暗
愚
な
幽
王
を
誹
っ
た
作
品
と
解
さ
れ
、
幽
王
に
対
し
て
賢
明
な
君
主
が
「
淑
人
君
子
」
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
表
現
に
は
、
「
淑
人
君
子
、
其
徳
不
囘
（
其
の
徳
囘よこし
まな
ら
ず
）」、「
淑
人
君
子
、
其
徳
不
猶
（
其
の
徳
猶
か
く
の
ご
と
くな
ら
ず
）」
と
あ
り
（「
毛
伝
」、「
囘
は
邪
な
り
」
「
猶
は
若
な
り
」）、
徳
の
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
　
『
詩
経
』
が
伝
え
る
「
淑
人
君
主
」
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、特
に
「
隝
鳩
」
記
載
の
「
淑
人
君
子
」
の
一
節
は
、
儒
教
に
か
か
わ
る
『
礼
記
』『
孝
経
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
る
（
注
13
）。
　
『
礼
記
』
で
は
、「
経
解
」
篇
と
「
緇
衣
」
篇
に
引
用
さ
れ
、
前
者
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
Ⅰ
．‌‌
居
処
有
礼
、進
退
有
度
。
百
官
得
其
宜
、万
事
得
其
序
。
詩
云
、淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
。
其
儀
不
忒
、
正
是
四
国
。
此
之
謂
也
。
居
処
に
礼
有
り
、
進
退
に
度
有
り
。
百
官
は
其
の
宜
し
き
を
得
、
万
事
は
其
の
序
を
得
。
詩
に
云
は
く
、
淑
人
君
子
は
、
其
の
儀
忒
は
ず
。
其
の
儀
忒
は
ず
、
是
の
四
国
を
正
す
と
。
此
の
謂
な
り
。
　
こ
れ
は
天
子
の
性
格
に
触
れ
た
一
節
で
あ
る
。
天
子
は
居
れ
ば
礼
儀
に
し
た
が
い
、動
く
と
き
に
は
節
度
が
あ
る
。そ
の
た
め
百
官
は
見
習
っ
て
そ
の
職
に
適
合
し
、
万
事
順
序
よ
く
は
か
ど
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
「
隝
鳩
」
第
三
章
の
「
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
。
其
儀
不
忒
、
正
是
四
国
」
を
引
用
し
て
、こ
の
詩
句
は
こ
の
こ
と
（
天
子
の
あ
り
よ
う
）
を
い
っ
た
も
の
と
す
る
。「
其
の
儀
忒
は
」
ざ
る
存
在
と
し
て
天
子
は
「
淑
人
君
子
」
で
あ
り
、
百
官
の
模
範
と
な
る
存
在
と
さ
れ
る
。
　
ま
た
、「
緇
衣
」
篇
に
は
、「
子
曰
く
」
と
し
て
、
同
様
に
「
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
」
の
詩
句
が
二
箇
所
に
引
用
さ
れ
る
。
Ⅱ
．‌‌
子
曰
、
為
上
可
望
而
知
也
、
為
下
可
述
而
志
也
、
則
君
不
疑
於
其
臣
、
而
臣
不
惑
於
其
君
矣
。
尹
告
曰
、
惟
尹
躬
及
湯
、
咸
有
壱
徳
有
。
詩
云
、
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
。
子
曰
く
、
上
為
る
も
の
望
み
て
知
る
可
く
、
下
為
る
も
の
述
べ
て
志
る
可
き
と
き
は
、
則
ち
君
其
の
臣
を
疑
は
ず
、
臣
其
の
君
に
惑
は
ず
。
尹ゐん
告かう
に
曰
く
、
惟
れ
尹
が
躬
及
び
湯
、
咸み
な
壱
徳
八
有
り
と
。
詩
に
云
は
く
、
淑
人
君
子
は
、
其
の
儀
忒
は
ず
と
。
　
こ
こ
で
は
、
上
位
に
い
る
君
主
を
臣
下
が
望
み
見
て
そ
の
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
下
位
に
い
る
臣
下
が
意
見
を
述
べ
て
君
主
が
そ
の
行
為
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
君
主
は
臣
下
を
疑
わ
ず
、
臣
下
は
君
主
を
疑
う
こ
と
が
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
点
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
、『
書
経
』「
咸
有
壱
徳
」
篇
に
見
ら
れ
る
、
殷
の
湯
王
を
助
け
て
夏
の
傑
王
を
滅
ぼ
し
た
伊
尹
が
、
政
治
か
ら
身
を
引
き
郷
里
に
帰
る
と
き
に
太
甲（
太
宗
）に
述
べ
た
一
節
が
引
か
れ
る
。
こ
れ
は『
書
経
』
に
「
徳
を
陳
べ
て
戒
む
」
と
記
さ
れ
る
文
言
中
の
こ
と
ば
で
、「
惟
れ
尹
が
躬
及
び
湯
、
咸
な
壱
徳
有
り
」
と
は
、「
私
尹
自
身
と
湯
王
と
は
、
君
臣
と
も
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
純
一
な
徳
を
も
っ
て
い
た
」
の
意
で
あ
る
。
こ
の
一
節
と
並
べ
て
『
詩
経
』
の
「
淑
人
君
子
、
其
儀
不
忒
」
が
引
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
威
儀
を
守
っ
て
違
う
こ
と
が
な
い
「
淑
人
君
子
」
は
臣
下
と
徳
を
共
有
し
て
一
体
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
Ⅰ
の
有
徳
の
天
子
に
し
た
が
っ
て
「
百
官
は
其
の
宜
し
き
を
得
」
と
同
じ
で
あ
る
。
　
「
緇
衣
」
篇
に
記
さ
れ
る
も
う
一
箇
所
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
Ⅲ
．‌‌
子
曰
、
言
有
物
、
而
行
有
格
也
。
是
故
生
則
不
可
奪
志
、
死
則
不
可
奪
名
。
故
君
子
多
聞
、
質
而
守
之
、
多
志
、
質
而
親
之
、
精
知
、
略
而
行
之
。
君
陳
曰
、
出
入
自
爾
師
虞
、
庶
言
同
。
詩
云
、
淑
人
君
子
、
其
儀
一
也
。
子
曰
く
、
言
に
物
有
り
て
、
行
ひ
に
格のり
有
る
な
り
。
是
の
故
に
生
き
て
は
則
ち
志
を
奪
ふ
可
か
ら
ず
、
死
し
て
は
則
ち
名
を
奪
ふ
可
か
ら
ず
。
故
に
君
子
は
多
く
聞
き
、
質
に
し
て
之
を
守
り
、
多
く
志
し
、
質
に
し
て
之
を
親
し
み
、
精
し
く
知
り
、
略
に
し
て
之
を
行
ふ
。
君
陳
に
曰
く
、
出
入
は
爾なんぢの
師
も
ろ
も
ろの
虞はか
る
に
自
り
、
庶
言
同
じ
と
。
詩
に
云
は
く
、
淑
人
君
子
は
、
其
の
儀
一
な
り
と
。
　
こ
こ
で
は
Ⅰ
・
Ⅱ
と
は
異
な
り
、「
隝
鳩
」
の
第
一
章
が
引
か
れ
る
。
内
容
は
、
こ
と
ば
に
は
こ
と
ば
が
意
味
す
る
実
物
・
実
在
が
あ
り
、
行
い
に
は
原
則
・
法
式
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
守
っ
て
生
き
て
い
る
と
き
は
そ
の
人
の
意
志
を
奪
う
こ
と
は
で
き
ず
、
死
ん
だ
の
ち
も
名
声
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
君
子
は
多
く
を
見
聞
し
て
も
少
し
を
選
り
抜
い
て
守
り
、
広
く
人
と
交
わ
っ
て
も
少
数
の
人
と
親
し
み
、
多
く
の
こ
と
を
熟
慮
し
て
も
要
略
し
て
実
行
す
る
、
と
説
く
。
そ
の
う
え
で
『
書
経
』「
君
陳
」
篇
に
記
さ
れ
る
、周
の
成
王
が
臣
下
の
君
九
陳
に
述
べ
た
こ
と
ば
の
一
節
を
引
く
。「
出
入
は
爾
の
師
の
虞
る
に
自
り
、
庶
言
同
じ
」
と
は
、
政
教
に
か
か
わ
る
命
令
の
出
し
入
れ
は
、
爾
の
も
と
に
い
る
多
く
の
人
々
と
諮
り
、
多
く
の
意
見
が
一
致
し
た
な
ら
ば
実
施
せ
よ
の
意
で
あ
る
。
ま
た
並
ん
で
『
詩
経
』
の
「
淑
人
君
子
は
、
其
の
儀
一
な
り
」
が
引
か
れ
る
。
先
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
句
は
「
淑
人
君
子
」
は
徳
を
人
々
に
均
一
に
及
ぼ
し
、
容
儀
・
威
儀
が
斉
一
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
書
経
』の
引
用
と
合
わ
せ
み
る
と
、「
淑
人
君
子
」
は
容
儀
斉
一
で
、
こ
と
ば
や
行
い
に
礼
節
、
慎
み
が
あ
り
、
そ
の
徳
ゆ
え
に
臣
下
と
一
体
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
通
し
て
示
さ
れ
る
『
礼
記
』
の
「
淑
人
君
子
」
は
、
有
徳
の
君
子
と
し
て
臣
下
に
徳
を
及
ぼ
し
、
そ
の
共
有
さ
れ
る
徳
を
通
し
て
臣
下
と
一
体
の
為
政
者
像
と
理
解
さ
れ
る
。
　
次
に
『
孝
経
』
を
見
る
と
、『
礼
記
』
の
Ⅰ
・
Ⅱ
に
引
用
す
る
「
隝
鳩
」
第
三
章
の
「
淑
人
君
子
、其
儀
不
忒
」
が
「
孝
優
劣
章
」（
古
文
孝
経
）
に
引
か
れ
る
。
君
子
則
不
然
。
言
思
可
道
、
行
思
可
楽
。
徳
誼
可
尊
、
作
事
可
法
、
容
止
可
觀
、
進
退
可
度
。
以
臨
其
民
。
是
以
其
民
畏
而
愛
之
、
則
而
象
之
。
故
能
成
其
徳
教
、而
行
其
政
令
。
詩
云
、淑
人
君
子
、其
儀
不
忒
。
（
Ａ
）
君
子
は
則
ち
然
ら
ず
。
言
は
道い
ふ
べ
き
を
思
ひ
、行
は
楽
し
む
可
き
を
思
ふ
。（
Ｂ
）
徳
誼
尊
ぶ
可
く
、
作
事
法
る
可
く
、
容
止
観
る
可
く
、
進
退
度
と
す
可
し
。
以
て
其
の
民
に
臨
む
。
（
Ｃ
）
是
を
以
て
其
の
民
畏
れ
て
之
を
愛
し
、則のっとつ
て
之
に
象かたどる
。
（
Ｄ
）
故
に
能
く
其
の
徳
教
を
成
し
て
、其
の
政
令
を
行
ふ
。
詩
に
云
ふ
、
淑
人
君
子
、
其
の
儀
忒
は
ず
、
と
。
　
引
用
は
「
孝
」
の
道
理
を
受
け
て
君
子
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
説
い
た
箇
所
で
、
冒
頭
の
「
君
子
は
則
ち
然
ら
ず
」
は
前
文
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
前
文
に
は
自
分
の
親
を
愛
さ
ず
他
人
の
親
を
愛
す
る
者
は
「
悖はい
徳とく
」（
徳
に
も
と
る
）
と
い
い
、自
分
の
親
を
敬
わ
ず
他
人
の
親
を
敬
う
者
は
「
悖
礼
」（
礼
に
も
と
る
）
と
い
う
と
述
べ
、「
悖
徳
」「
悖
礼
」
の
行
為
を
も
と
に
し
て
民
を
導
け
ば
、
事
の
善
悪
が
不
明
と
な
り
民
は
行
動
の
指
針
を
失
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
自
身
の
親
を
愛
す
と
い
う
善
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
す
べ
て
他
人
の
親
を
愛
す
と
い
う
凶
徳
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
冒
頭
の
「
君
子
は
則
ち
然
ら
ず
」
は
、
有
徳
の
君
子
は
そ
う
は
し
な
い
の
意
で
、
以
下
君
一
〇
子
の
徳
、
徳
に
し
た
が
っ
た
生
き
方
が
述
べ
ら
れ
る
。
　
内
容
は
、（
Ａ
）
こ
と
ば
を
言
う
と
き
は
言
っ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
言
い
、
事
を
行
う
と
き
は
心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
行
う
。（
Ｂ
）
徳
と
義
は
尊
ぶ
に
足
り
、そ
の
所
行
は
模
範
と
す
る
に
足
り
、
そ
の
容
儀
は
見
る
に
足
り
、
そ
の
動
作
進
退
は
尺
度
と
す
る
に
足
る
。
そ
の
よ
う
な
徳
性
を
も
っ
て
君
子
は
為
政
者
と
し
て
人
々
に
接
す
る
の
で
あ
る
。（
Ｃ
）
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、人
々
は
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
為
政
者
を
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
徳
を
手
本
と
し
て
見
習
う
よ
う
に
な
る
。（
Ｄ
）だ
か
ら
為
政
者
は
自
身
の
徳
に
よ
っ
て
教
育
感
化
し
、
政
治
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
『
詩
経
』
に
も
「
淑
人
君
子
、其
の
儀
忒
は
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
以
上
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
　
便
宜
的
に
内
容
を
（
Ａ
）〜（
Ｄ
）
に
分
け
て
見
る
と
、（
Ａ
）
は
『
礼
記
』
の
Ⅲ
に
、（
Ｂ
）
は
Ⅰ
に
、（
Ｃ
）
は
Ⅰ
・
Ⅱ
に
、（
Ｄ
）
は
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
に
通
じ
る
内
容
と
い
え
よ
う
。『
礼
記
』『
孝
経
』
と
も
『
詩
経
』
の
「
隝
鳩
」
の
「
淑
人
君
子
」
を
引
用
し
て
説
く
の
は
、「
能
く
其
の
徳
教
を
成
し
て
、
其
の
政
令
を
行
ふ
」
有
徳
の
君
子
像
で
あ
る
。
（
二
）
良
人
　
初
句
の
「
よ
き
人
」
が
「
淑
人
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、結
句
の
「
よ
き
人
」
に
は
「
良
人
」
の
文
字
が
当
て
ら
れ
る
。
結
句
の
「
良
人
」
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
釈
注
』
が
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
良
き
人
」
は
、
初
句
の
「
淑
き
人
」
と
同
義
だ
が
、『
毛
詩
』
大
雅
（
蕩
之
什
「
桑
柔
」）
に
「
維
レ
此
ノ
良
人
ハ
、作
為
ス
ル
ニ
穀よき
ヲ
式もち
テ
ス
」
な
ど
あ
り
、「
不
順
」（「
反
道
不
順
ノ
人
」『
毛
詩
正
義
』）と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
今
の
貴
人
に
つ
い
て
道
に
従
う
人
の
意
を
こ
め
て
い
う
。
　
『
釈
注
』
は
、『
詩
経
』「
大
雅
」
の
「
桑
柔
」
に
見
ら
れ
る
「
良
人
」
を
例
に
、「
今
の
貴
人
に
つ
い
て
道
に
従
う
人
の
意
を
こ
め
て
い
う
」
と
、
そ
の
語
義
を
説
明
す
る
。
初
句
の
「
淑
人
」
が
『
詩
経
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。「
良
人
」
に
つ
い
て
も
『
詩
経
』
に
注
目
す
る
と
、『
釈
注
』
が
挙
げ
る
「
大
雅
」
の
「
桑
柔
」
の
ほ
か
、「
国
風
」
の
唐
風
「
綢
繆
」、
同
秦
風
「
小
戎
」「
黄
鳥
」
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
良
人
」
の
用
い
ら
れ
方
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
唐
風
「
綢
繆
」
は
婚
姻
を
内
容
と
し
、
第
一
章
に
「
今
夕
何
夕
、
見
此
良
人
。
子
兮
子
兮
、
如
此
良
人
何
（
今
夕
何
の
夕
ぞ
、
此
の
良
人
を
見
る
。
一
一
子
や
子
や
、
此
の
良
人
を
如
何
せ
ん
）」
と
う
た
わ
れ
る
。「
良
人
」
に
出
逢
っ
た
今
夕
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
そ
の
喜
び
を
う
た
う
。「
毛
伝
」
に
は
「
良
人
は
美
室
な
り
」、「
鄭
箋
」
に
は
「
女
は
、
以
て
良
人
を
見
る
」
と
あ
り
、
性
別
を
異
に
す
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
「
良
人
」
は
夫
と
解
さ
れ
る
（
注
14
）。
　
ま
た
秦
風
「
小
戎
」
は
妻
が
出
征
し
た
夫
に
思
い
を
馳
せ
た
内
容
の
詩
で
あ
り
、第
三
章
に
夫
の
や
さ
し
く
物
静
か
な
人
柄
を
と
ら
え
て「
厭
厭
良
人
（
厭
厭
た
る
良
人
）」
と
う
た
わ
れ
る
。
一
方
、
同
じ
秦
風
の
「
黄
鳥
」
は
、秦
の
公
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
殉
死
し
た
子
車
氏
の
奄
息
・
仲
行
・
鍼けん
虎こ
の
三
子
を
悼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
三
人
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
良
人
」
の
語
を
用
い
、「
毛
伝
」
は
「
良
は
善
な
り
」
と
す
る
。
ま
た
奄
息
に
つ
い
て
は
「
百
夫
の
特
」、
仲
行
に
つ
い
て
は
「
百
夫
の
防
」、
鍼
虎
に
つ
い
て
は
「
百
夫
の
禦
」
と
い
い
、
百
人
に
相
当
す
る
優
れ
た
人
と
称
え
る
。「
百
夫
の
特
」
に
つ
い
て
「
毛
伝
」
は
「
乃
ち
百
夫
の
徳
に
特
す
」
と
注
し
、「
鄭
箋
」
は
「
百
夫
の
中
、
最
も
雄
俊
な
り
」
と
解
し
て
内
容
を
異
に
す
る
が
、「
百
夫
」
に
比
肩
し
た
表
現
は
、
三
人
を
個
々
に
優
れ
た
惜
し
む
べ
き
人
物
と
み
て
の
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
『
釈
注
』
が
指
摘
す
る
「
大
雅
」
の
「
桑
柔
」
は
、
周
の
厲
王
の
暴
政
を
批
判
し
た
長
い
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
「
良
人
」
の
語
が
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
維
此
良
人
、
弗
求
弗
迪
（
維
れ
此
の
良
人
は
、
求
め
ず
迪すす
め
ず
）
と
あ
る
。
暴
君
で
あ
る
厲
王
が
「
良
人
」
を
進
ん
で
用
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
維
此
良
人
、
作
為
式
穀
（‌
維
れ
此
の
良
人
は
、
作
為
す
る
に
穀
を
式
ふ
）
維
彼
不
順
、
征
以
中
垢
（‌
維
れ
彼
の
不
順
は
、
征
く
に
中
垢
を
以
て
す
）
と
あ
り
、「
毛
伝
」
に
「
中
垢
は
闇
冥
を
言
ふ
な
り
」、「
鄭
箋
」
に
「
作
は
起
、
式
は
用
、
征
は
行
な
り
。
賢
者
、
朝
に
在
ら
ば
、
則
ち
其
の
善
道
を
用
ふ
。
不
順
の
人
は
、
則
ち
闇
冥
を
行
ふ
」
と
あ
り
、
ま
た
別
に
「
穀
は
善
な
り
」
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
注
を
踏
ま
え
る
と
、
詩
句
は
、
「
良
人
」
は
何
事
に
も
善
道
を
用
い
、善
道
に
順
わ
な
い
者
は
人
の
目
の
及
ば
な
い
ご
ま
か
し
を
す
る
、
の
意
と
解
さ
れ
る
。
詩
に
即
す
と
、
後
者
の
「
不
順
」（
善
道
に
順
わ
な
い
者
）
は
厲
王
に
仕
え
て
お
も
ね
る
群
臣
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
で
は
、
こ
れ
と
は
反
対
の
「
良
人
」
は
誰
に
仕
え
る
の
か
。
詩
で
は
一
二
引
用
部
に
先
立
っ
て
、
善
道
に
順
う
王
と
「
不
順
」
な
る
王
と
を
対
比
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
維
此
恵
君
、
民
人
所
瞻
（
維
れ
此
の
恵
君
は
、
民
人
の
瞻み
る
所
）
秉
心
宣
猶
、
考
慎
其
相
（‌
心
を
秉と
る
こ
と
宣
猶
、
其
の
相
を
考
へ
慎つつ
しむ
）
　
「
鄭
箋
」
に
は
前
句
に
注
し
て
、「
維
れ
至
徳
順
民
の
君
な
り
。
百
姓
の
瞻
仰
す
る
所
を
為
す
者
な
り
」
と
あ
る
。
前
句
は
、
民
を
恵
む
仁
君
は
民
に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
の
意
で
あ
る
。
ま
た
次
句
に
つ
い
て
「
鄭
箋
」
に
は
、「
宣
は
徧
、
猶
は
謀
、
慎
は
誠
、
相
は
助
な
り
」
と
あ
り
、「
事
を
挙
ぐ
る
に
徧
く
衆
に
謀
る
」
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
次
句
は
、
仁
君
は
あ
ま
ね
く
国
の
民
と
相
談
を
し
、補
佐
す
る
者
を
考
え
選
ん
で
、ご
ま
か
し
の
な
い
細
や
か
な
政
治
を
す
る
の
意
と
解
さ
れ
る
。
一
方
「
不
順
」
な
る
暴
君
に
つ
い
て
は
、
別
に
「
俾
民
卒
狂
（
民
を
し
て
卒
こ
と
ご
とく
狂
せ
俾し
む
）」
と
う
た
い
、民
を
惑
わ
せ
る
存
在
と
し
て
示
さ
れ
る
。
仁
君
の
「
宣
猶
」
の
態
度
と
は
正
反
対
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
に
『
詩
経
』
に
み
る
「
良
人
」
に
は
、
夫
を
さ
し
て
用
い
る
例
（「
綢
繆
」「
小
戎
」）
と
善
道
を
実
践
す
る
優
れ
た
人
臣
を
さ
し
て
用
い
る
例
（「
黄
鳥
」「
大
雅
」）
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、「
良
人
」
は
「
不
順
」
な
暴
君
に
仕
え
る
存
在
で
は
な
く
、
善
に
順
う
「
恵
君
」、
仁
君
に
仕
え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
仁
君
は
民
と
一
体
と
な
っ
て
政
治
を
行
う
「
宣
猶
」
の
君
主
で
あ
る
。
先
の
『
礼
記
』『
孝
経
』
が
具
体
的
に
説
く
「
淑
人
君
子
」
に
当
た
る
。『
釈
注
』
が
説
く
よ
う
に
、「
淑
人
君
子
」
と
対
を
成
す
「
良
人
」
も
『
詩
経
』
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
用
字
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
、
一
首
の
成
立
　
『
詩
経
』
を
中
心
に
検
討
し
て
、「
淑
人
」
に
は
儒
教
思
想
に
基
づ
く
有
徳
の
為
政
者
像
が
、「
良
人
」
に
は
仁
君
に
仕
え
る
有
徳
の
人
臣
像
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
二
七
番
歌
に
当
て
は
め
て
こ
れ
を
理
解
す
る
と
、
一
首
は
、
有
徳
の
君
子
た
る
「
淑
き
人
」
が
よ
い
と
よ
く
見
て
よ
い
と
言
っ
た
、
そ
の
吉
野
を
よ
く
見
な
さ
い
と
、
仁
君
に
仕
え
る
べ
き
優
れ
た
有
徳
の
人
臣
た
ち
に
呼
び
か
け
た
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
仁
君
と
良
臣
と
が
吉
野
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
一
体
と
な
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
吉
野
が
君
臣
和
合
、
君
臣
和
楽
の
特
別
な
地
と
意
識
さ
れ
、
賛
美
さ
れ
た
吉
野
讃
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
三
　
で
は
君
臣
の
一
体
化
は
何
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
吉
野
を
「
見
る
」
行
為
で
あ
る
。
一
首
に
は
「
見
る
」
が
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
る
。「
見
る
」こ
と
が
吉
野
賛
美
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
注
目
さ
れ
て
き
た
吉
野
歌
の
特
色
で
あ
る
。
文
武
朝
以
来
二
十
二
年
ぶ
り
に
挙
行
さ
れ
た
元
正
天
皇
の
養
老
七
年
（
七
二
三
）
五
月
の
行
幸
の
折
、
時
の
宮
廷
歌
人
笠
金
村
が
詠
ん
だ
宮
廷
讃
歌
の
反
歌
に
は
、
年
の
は
に
か
く
も
見
て
し
か　
み
吉
野
の
清
き
河
内
の
激
つ
白
波
（
６
・
九
〇
八
）
山
高
み
白
木
綿
花
に
落
ち
激
つ
瀧
の
河
内
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
（
九
〇
九
）
と
、「
清
き
河
内
の
激
つ
白
波
」（
九
〇
八
）
を
年
ご
と
に
見
た
い
こ
と
、
「
落
ち
激
つ
瀧
の
河
内
」（
九
〇
九
）
は
い
く
ら
見
て
も
満
足
し
な
い
こ
と
が
う
た
わ
れ
、「
見
る
」
こ
と
を
通
し
て
の
賛
美
は
続
く
聖
武
朝
の
歌
で
も
変
わ
ら
な
い
（
６
・
九
二
〇
、
九
二
一
、
一
〇
〇
五
な
ど
）。
た
だ
し
、
そ
の
伝
統
は
金
村
の
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
の
表
現
が
示
す
よ
う
に
、
柿
本
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
の
長
歌
に
「
瀧
の
都
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」（
１
・
三
六
）
と
う
た
わ
れ
、
反
歌
に
も
、
見
れ
ど
飽
か
ぬ
吉
野
の
川
の
常
滑
の　
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り
見
む‌
（
１
・
三
七
）
と
詠
ま
れ
る
。「
見
る
」
こ
と
を
通
し
て
の
吉
野
賛
美
で
あ
る
が
、奈
良
朝
以
前
の
吉
野
歌
で
「
見
る
」
こ
と
を
う
た
う
の
は
、
二
七
番
歌
と
人
麻
呂
の
讃
歌
を
除
け
ば
、
巻
九
に
次
の
歌
を
見
る
く
ら
い
で
あ
る
。
　
元
仁
の
歌
三
首
馬
並
め
て
う
ち
群
れ
越
え
来‌‌
今
見
つ
る
吉
野
の
川
を
い
つ
か
へ
り
見
む‌
（
一
七
二
〇
）
苦
し
く
も
暮
れ
行
く
日
か
も‌‌
吉
野
川
清
き
川
原
を
見
れ
ど
飽
か
な
く
に‌
（
一
七
二
一
）
吉
野
川
川
波
高
み‌‌
瀧
の
浦
を
見
ず
か
な
り
な
む‌‌
恋
し
け
ま
く
に‌
（
一
七
二
二
）
　
絹
の
歌
一
首
か
は
づ
鳴
く
六
田
の
川
の
川
柳
の　
ね
も
こ
ろ
見
れ
ど
飽
か
ぬ
川
か
も‌
（
一
七
二
三
）
　
島
足
の
歌
一
首
見
ま
く
欲
り
来
し
く
も
著
く‌‌
吉
野
川
音
の
さ
や
け
さ
見
る
に
と
一
四
も
し
く‌
（
一
七
二
四
）
　
麻
呂
の
歌
一
首
古
の
賢
し
き
人
の
遊
び
け
む　
吉
野
の
川
原
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
‌
（
一
七
二
五
）
　
　
右
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
づ
。
　
こ
れ
ら
の
歌
の
掲
出
も
、
一
七
二
五
番
歌
左
注
の
人
麻
呂
歌
集
の
「
右
」
の
範
囲
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、人
麻
呂
と
同
時
代
の
も
の
と
見
て
も
、「
い
つ
か
へ
り
見
む
」（
一
七
二
〇
）、「
見
れ
ど
飽
か
な
く
に
」（
一
七
二
一
）、「
ね
も
こ
ろ
見
れ
ど
飽
か
ぬ
川
か
も
」（
一
七
二
三
）、「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」（
一
七
二
五
）
の
表
現
は
、
人
麻
呂
の
讃
歌
を
先
蹤
と
し
て
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。「
見
る
」こ
と
を
通
し
て
の
吉
野
賛
美
は
人
麻
呂
の
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」
に
始
ま
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
二
七
番
歌
に
即
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
漢
詩
の
技
法
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
同
音
同
語
反
復
の
技
巧
を
用
い
た
歌
に
注
目
す
る
と
、
顕
著
な
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
歌
が
見
ら
れ
る
。
　
（
１
）‌‌来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を　
来
じ
と
言
ふ
を
来
む
と
は
待
た
じ　
来
じ
と
言
ふ
も
の
を‌
（
４
・
五
二
七
）
　
（
２
）‌‌白
玉
は
人
に
知
ら
え
ず　
知
ら
ず
と
も
よ
し　
知
ら
ず
と
も
我
し
知
れ
ら
ば
知
ら
ず
と
も
よ
し‌
（
６
・
一
〇
一
八
）
　
（
３
）‌‌秋
の
野
に
咲
け
る
秋
萩　
秋
風
に
な
び
け
る
上
に
秋
の
露
置
け
り‌
（
８
・
一
五
九
七
）
　
（
４
）‌‌紀
伊
の
国
に
止
ま
ず
通
は
む　
妻
の
社　
妻
寄
し
こ
せ
ね　
妻
と
い
ひ
な
が
ら
〈
一
云
略
〉‌
（
９
・
一
六
七
九
）
　
（
５
）‌‌梓
弓
引
き
み
緩
へ
み　
来
ず
は
来
ず　
来
ば
来　
そ
を
な
ぞ　
来
ず
は
来
ば
そ
を‌
（
11
・
二
六
四
〇
）
　
（
１
）は
藤
原
麻
呂
の
贈
歌
に
和
し
た
坂
上
郎
女
の
歌
の
一
首
。「
来
」
が
五
回
繰
り
返
さ
れ
る
。（
２
）
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
の
「
元
興
寺
の
僧
の
自
ら
嘆
く
歌
」。「
し
ら
」
の
音
を
五
回
、「
知
る
」
の
語
を
五
回
繰
り
返
す
。（
３
）
は
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
の
大
伴
家
持
の
「
秋
の
歌
」
の
一
首
。「
秋
」
が
「
秋
の
野
」「
秋
萩
」「
秋
風
」「
秋
の
露
」
と
四
回
繰
り
返
さ
れ
る
。（
４
）
は
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
十
月
、持
統
太
上
天
皇
・
文
武
天
皇
の
紀
伊
国
行
幸
時
の
歌
群
中
の
一
首
。
左
注
に「
或
は
云
は
く
、
坂
上
忌
寸
人
長
の
作
な
り
と
い
ふ
」
と
注
さ
れ
る
。「
妻
」
の
語
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
る
。（
５
）
は
「
寄
物
陳
思
」
に
分
類
さ
れ
る
一
首
で
、（
１
）
同
様
「
来
」
を
六
回
繰
り
返
し
た
例
。
傾
向
と
し
て
奈
一
五
良
朝
の
歌
を
中
心
と
す
る
が
、（
４
）
の
よ
う
に
大
宝
元
年
の
例
も
見
ら
れ
る
。
中
西
は
同
類
の
例
と
し
て
、
長
意
吉
麻
呂
の
応
詔
歌
、
大
宮
の
内
ま
で
聞
こ
ゆ　
網
引
す
と
網
子
と
と
の
ふ
る
海
人
の
呼
び
声‌
（
３
・
二
三
八
）
を
挙
げ
、「
あ
」
の
三
回
反
覆
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
よ
う
が
「
網
」
の
用
字
が
看
過
し
難
い
」
と
す
る
（
注
15
）。
　
こ
の
よ
う
に
漢
詩
の
技
法
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
同
音
同
語
反
復
の
歌
は
、
万
葉
歌
の
傾
向
と
し
て
は
藤
原
宮
の
時
代
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
見
る
」こ
と
を
通
し
て
の
吉
野
賛
美
が
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
を
契
機
と
す
る
点
を
も
合
わ
せ
見
る
と
、
二
七
番
歌
は
藤
原
宮
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
「
淑
人
」
は
有
徳
の
君
子
、「
良
人
」
は
有
徳
の
人
臣
で
あ
る
。「
淑
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
よ
し
と
言
ひ
し
」
は
吉
野
へ
の
賛
美
で
あ
り
、
「
吉
野
よ
く
見
よ
良
き
人
よ
く
見
」は
賛
美
さ
れ
る
吉
野
の
共
有
を
通
し
て
の
君
臣
の
和
合
・
和
楽
へ
の
志
向
で
あ
る
。
二
七
番
歌
は
吉
野
を
賛
美
し
、
そ
こ
に
君
臣
和
楽
の
聖
地
を
仮
構
し
た
歌
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉
井
巌
が
説
く
よ
う
に
、
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）
に
際
し
て
大
海
人
皇
子
・
鸕
野
皇
女
が
隠
棲
し
た
吉
野
は
、
持
統
天
皇
の
度
重
な
る
行
幸
を
通
し
て
、
皇
統
ゆ
か
り
の
、
律
令
国
家
の
原
点
の
地
と
し
て
聖
地
化
さ
れ
て
い
く（
注
16
）。
吉
野
賛
美
の
歌
が
生
ま
れ
る
の
は
こ
の
点
を
背
景
と
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
二
七
番
歌
も
吉
野
の
聖
地
化
へ
の
流
れ
を
背
景
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
坂
本
信
幸
は
『
詩
経
』
の
「
隝
鳩
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
「
よ
き
人
」
と
は
、
理
想
的
な
政
治
を
行
う
君
主
の
こ
と
で
あ
り
、
天
武
の
歌
な
が
ら
、
そ
の
「
よ
き
人
」
は
吉
野
に
行
幸
し
、
盟
約
を
果
た
さ
せ
た
天
武
の
こ
と
に
な
る
。
書
紀
に
見
え
る
盟
約
の
時
の
天
武
の「
朕
が
男
等
、お
の
お
の
異
腹
に
し
て
生
ま
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
今
一
母
同
産
の
如
く
慈
ま
む
」
と
い
う
言
葉
は
、正
に
「
隝
鳩
之
養
其
子
、
朝
従
上
下
、
莫
従
下
上
、
平
均
如
一
」
と
い
う
注
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
と
、「
一
母
同
産
の
如
く
慈
ま
む
」
と
い
う
『
書
紀
』
の
記
述
と
、「
隝
鳩
」
第
一
章
に
つ
い
て
の
「
毛
伝
」
の
解
釈
と
が
重
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
二
七
の
歌
は
吉
野
盟
約
と
関
わ
っ
て
、
七
羽
の
隝
鳩
な
ら
ぬ
六
人
の
皇
子
に
理
想
の
政
治
を
誓
わ
せ
た
重
要
な
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
「
こ
こ
に
は
専
門
詞
人
の
介
在
が
あ
ろ
う
」
と
も
い
う
（
注
17
）。
一
六
　
『
書
紀
』
と
「
毛
伝
」
と
の
重
な
り
の
指
摘
が
注
意
さ
れ
る
が
、『
書
紀
』
が
成
立
す
る
以
前
、
記
事
が
そ
の
よ
う
に
あ
り
得
た
の
か
ど
う
か
、
具
体
的
に
は
不
明
と
い
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。
ま
た
一
首
の
成
立
を
天
武
八
年
（
六
七
九
）
に
結
び
つ
け
得
る
か
ど
う
か
、
そ
の
点
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
　
「
淑
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
よ
し
と
言
ひ
し
」
の
発
想
は
、人
麻
呂
が
吉
野
讃
歌
で
「
山
川
の
清
き
河
内
と　
御
心
を
吉
野
の
国
の　
花
散
ら
ふ
秋
津
の
野
辺
に
」（
１
・
三
六
）
と
う
た
い
、
持
統
天
皇
が
「
御
心
」
を
寄
せ
て
よ
し
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
し
て
吉
野
が
賛
美
さ
れ
る
あ
り
方
と
同
じ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
淑
人
」
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
地
と
し
て
の
吉
野
で
あ
る
。「
淑
人
」
に
は
持
統
天
皇
も
含
め
て
、広
く
吉
野
ゆ
か
り
の
天
皇
が
当
て
は
ま
る
の
で
あ
り
（
注
18
）、吉
野
に
か
か
わ
っ
て
国
号
「
蜻
蛉
島
」
の
由
来
譚
を
伝
え
る
雄
略
天
皇
（
雄
略
記
、
雄
略
紀
四
年
八
月
条
）
も
、
天
武
八
年
の
故
事
を
伝
え
る
天
武
天
皇
も
、
行
幸
を
繰
り
返
す
持
統
天
皇
も
重
ね
ら
れ
る
質
の
も
の
で
あ
る
。
二
七
番
歌
は
、
吉
野
ゆ
か
り
の
天
皇
を
有
徳
の
君
子
た
る
「
淑
人
」
の
語
で
と
ら
え
、
吉
野
を
優
れ
た
君
臣
た
ち
が
集
う
和
楽
の
聖
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
賛
美
し
た
一
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
有
徳
の
君
臣
の
和
楽
は
律
令
政
治
の
理
想
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
志
向
は
「
よ
き
人
」
を
「
淑
人
」
「
良
人
」
の
用
字
で
示
し
た
と
こ
ろ
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
一
首
は
、
吉
野
が
律
令
国
家
の
原
点
を
成
す
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
た
讃
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
　
本
稿
で
は
、
二
七
番
歌
の
「
淑
人
」「
良
人
」
の
用
字
を
検
討
し
て
、
一
首
は
、
吉
野
を
君
臣
和
楽
の
聖
地
と
し
て
賛
美
し
た
歌
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
制
作
は
吉
野
が
聖
地
化
さ
れ
て
い
く
持
統
朝
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。
　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、持
統
天
皇
は
持
統
三
年
（
六
八
九
）
か
ら
文
武
天
皇
に
譲
位
す
る
持
統
十
一
年
（
六
九
七
）
ま
で
の
九
年
間
に
三
一
回
吉
野
に
行
幸
す
る
。
譲
位
す
る
十
一
年
の
行
幸
は
四
月
に
一
回
だ
け
だ
が
、
そ
れ
以
前
は
毎
年
複
数
回
を
数
え
、
複
数
回
に
わ
た
る
行
幸
は
太
政
大
臣
の
高
市
皇
子
が
薨
去
す
る
十
年（
六
九
六
）ま
で
続
く
。
こ
の
年
の
行
幸
は
二
月
・
四
月
・
六
月
で
、
皇
子
が
薨
去
す
る
の
は
七
月
で
あ
る
。
翌
年
の
行
幸
は
一
回
だ
け
で
あ
り
、
高
市
薨
去
ま
で
の
継
続
的
な
行
幸
は
持
統
天
皇
の
行
幸
が
文
武
天
皇
へ
の
譲
位
を
視
野
に
行
わ
一
七
れ
た
こ
と
、
ま
た
譲
位
が
可
能
と
な
る
ま
で
吉
野
を
通
し
て
天
武
天
皇
以
来
の
秩
序
の
確
認
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
秩
序
は
「
千
歳
の
後
に
、事
無
か
ら
し
め
む
」
こ
と
を
内
実
と
す
る
吉
野
で
の
盟
約
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
は
、
そ
の
意
味
で
、
天
武
八
年
の
行
幸
を
範
と
し
、
そ
の
反
芻
的
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
注
19
）。
二
七
番
歌
の
天
武
御
製
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
、
こ
う
し
た
持
統
天
皇
の
行
幸
の
性
格
、
ま
た
そ
の
折
々
の
誦
詠
・
伝
誦
と
無
関
係
で
は
な
く
、
一
首
に
示
さ
れ
た
君
臣
の
和
合
・
和
楽
へ
の
志
向
が
盟
約
の
そ
れ
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
に
、
一
首
は
秩
序
の
形
成
者
で
あ
る
天
武
天
皇
と
も
結
び
つ
け
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
歌
が
伝
誦
を
通
し
て
天
武
天
皇
に
付
会
さ
れ
れ
ば
、
吉
野
は
天
武
天
皇
ゆ
か
り
の
聖
地
と
し
て
い
っ
そ
う
聖
地
化
を
深
め
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
吉
野
の
聖
地
性
は
仙
境
観
と
不
可
分
に
か
か
わ
る
か
ら
、
伝
誦
を
通
し
て
「
淑
き
人
」
は
神
仙
的
有
徳
の
君
子
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
人
麻
呂
以
降
の
吉
野
讃
歌
に
重
な
る
世
界
で
あ
る（
注
20
）。
吉
野
を
君
臣
和
楽
の
聖
地
と
と
ら
え
た
二
七
番
歌
は
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
吉
野
歌
の
命
脈
の
起
点
を
成
す
歌
と
し
て
天
武
朝
の
標
目
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
注
（
１
）後
掲
の
『
歌
経
標
式
』
当
該
条
に
「
句
毎
に
吉
有
り
て
凶
無
し
」
と
あ
る
。
沢
瀉
『
万
葉
集
注
釈
』
は
「
文
字
を
か
え
た
の
も
作
者
の
意
識
し
た
用
字
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
る
。
本
稿
も
主
旨
に
お
い
て
同
じ
考
え
に
立
つ
。
（
２
）「
よ
く
見
」
は
荷
田
春
満
『
万
葉
集
僻
案
抄
』
の
訓
、「
よ
く
見
つ
」
は
荷
田
御
風
の
訓
（『
万
葉
集
略
解
』）。
（
３
）『
歌
経
標
式
』
の
引
用
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
平
沢
竜
介
・
矢
嶋
泉
著
『
歌
経
標
式‌
影
印
と
注
釈
』（
お
う
ふ
う
、二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
に
よ
る
。
（
４
）中
西
進
「
戯
歌
」（『
万
葉
集
の
比
較
文
学
論
的
研
究
』
桜
楓
社
、
の
ち
『
中
西
進‌
万
葉
論
集　
第
二
巻
』
講
談
社
）。
梶
川
信
行
「
天
武
天
皇
御
製
歌
の
論
─
八
世
紀
の
《
初
期
万
葉
》
─
」（「
語
文
」
第
一
一
九
輯
、二
〇
〇
四
年
六
月
）
も
、
初
期
万
葉
の
あ
り
よ
う
を
視
野
に
伝
誦
の
観
点
か
ら
当
該
歌
を
と
ら
え
る
。
（
５
）小
島
憲
之
「
万
葉
集
と
中
国
文
学
と
の
交
流
─
そ
の
概
要
─
」（『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学‌
中
』（
塙
書
房
）
（
６
）注
４
に
同
じ
。
（
７
）小
島
憲
之
「
懐
風
藻
の
詩
」（『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学‌
下
』（
塙
書
房
）
一
八
（
８
）近
藤
信
義
「
よ
き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
考
」（『
音
喩
論‌
古
代
和
歌
の
表
現
と
技
法
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
初
出
一
九
九
五
年
）
（
９
）佐
竹
昭
広
「
万
葉
集
本
文
批
判
の
一
方
法
」（『
万
葉
集
抜
書
』
岩
波
書
店
）
（
10
）注
５
に
同
じ
。
（
11
）坂
本
信
幸
「
天
武
天
皇
の
御
製
歌
」（
神
野
志
隆
光
・
坂
本
信
幸
企
画
編
集
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品　
第
一
巻
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
五
月
）、平
山
城
児
「
天
武
天
皇
二
十
七
番
歌
と
詩
経
曹
風
「
隝
鳩
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
大
伴
旅
人
逍
遙
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
六
月
、
初
出
一
九
八
四
年
）
（
12
）『
詩
経
』
の
訓
読
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
主
に
漢
詩
大
系
『
詩
経
上
・
下
』
（
集
英
社
）
に
よ
り
、
漢
文
大
系
『
毛
詩
』（
冨
山
房
）
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
養
老
令
「
学
令
」
教
授
正
業
条
を
踏
ま
え
て
、「
毛
伝
」「
鄭
箋
」
の
理
解
を
も
と
に
し
た
。
（
13
）『
礼
記
』『
孝
経
』
は
『
毛
詩
』
と
と
も
に
、「
学
令
」
経
周
易
尚
書
条
に
大
学
・
国
学
で
学
ぶ
べ
き
一
経
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。「
淑
人
君
子
」
の
用
例
は
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
広
く
検
討
す
る
。『
礼
記
』
の
訓
読
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
主
に
全
釈
漢
文
大
系
『
礼
記
』
に
よ
り
、
新
釈
漢
文
大
系
『
礼
記
』、
漢
文
大
系
『
礼
記
』
を
参
考
に
し
た
。『
孝
経
』
の
訓
読
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
古
文
孝
経
」
に
基
づ
く
、
新
釈
漢
文
大
系
『
孝
経
』
に
よ
り
、「
御
注
孝
経
」
を
内
容
と
す
る
、
加
地
伸
行
『
全
訳
注‌
孝
経
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
も
参
考
に
し
た
。
（
14
）漢
詩
大
系
『
詩
経‌
上
』（
集
英
社
）
（
15
）注
４
に
同
じ
。
（
16
）吉
井
巌「
万
葉
集
巻
六
に
つ
い
て
─
題
詞
を
中
心
と
し
た
考
察
─
」（『
万
葉
集
へ
の
視
覚
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
初
出
一
九
八
一
年
）、
同
『
万
葉
集
全
注‌
巻
第
六
』（
有
斐
閣
）
（
17
）注
11
に
同
じ
。
（
18
）こ
う
し
た
観
点
は
、折
口
信
夫
「
続
万
葉
集
講
義
」（
旧
版
『
全
集
』第
九
巻
）に
見
ら
れ
る
。拙
稿「
笠
金
村
の
養
老
七
年
吉
野
讃
歌
の
主
題
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
五
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
参
照
。
（
19
）拙
稿
「
万
葉
集
に
み
る
飛
鳥
と
吉
野
の
交
流
」（「
季
刊
「
明
日
香
風
」
第
一
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
（
20
）注
18
拙
稿
に
同
じ
。
